
…人命に関わる重大事故につながる恐れのあるもの。

…人体に対し、危害が生じる恐れのあるもの。

…物品を破損、故障させる恐れのあるもの。

…取付け、取扱いにおいて知っていると有益な情報。

本製品はハロゲンバルブ交換用バルブとしてヘッドランプ・フォグランプ用
途に設計されております。
ヘッドランプ・フォグランプ以外の灯具や、本説明書に記載されている配
線方法以外で取付けを行わないでください。配光不良や製品故障など
の不具合が発生する恐れがあります。

点灯中の光を直視しないでください。目が痛くなったり、視力障害の原因
となります。

本製品を分解または改造しないでください。故障や損傷の原因となり
ます。

本製品を落下させたり、強い衝撃を与えたりしないでください。故障の原
因となります。

車両灯具のレンズ面やリフレクターにキズやくもりがある場合、バルブ本
来の性能を発揮できないことがありますので、事前に灯具の状態をご確
認ください。

一部の車両では、エンジン始動時や電圧が安定しない時などに、LEDの光
が一瞬チラついて見える場合がありますが、製品異常ではありません。

車両に装備されている安全装置の一部は、純正バルブが装着されてい
ることを前提に設計されているものがあります。本製品使用時に、以下
の機能装置で発生した誤作動及び事故・損害については責任を負いかね
ますので予めご了承ください。
（自動ブレーキ／衝突被害軽減ブレーキ・車間距離警報・誤発進抑制制
御・車線逸脱警報・クルーズコントロール・オートハイビーム・自動運転・
その他カメラ／ミリ波レーダー／レーザーを使用した装置）

本製品はハロゲンバルブと比べて発熱量が少ないため、車両灯具の表
面に付着した雪や氷が溶けにくい場合があります。

本製品はノイズ発生を抑制する設計をしておりますが、ラジオやテレビな
どの電波が弱い地域では、雑音が入るなどの影響を及ぼす可能性があり
ます。

はじめに 
この度は弊社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
この製品を正しく安全にご使用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、
内容を理解された上で実際にご使用ください。お読みになった後も、取扱説明書は車
検証入れなどすぐに取出せる場所に保管してください。
尚、誤った取付けや使用による事故、破損などの責任は一切負いかねます。
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危険

■注意事項の定義

■使用上のご注意 

LEDヘッド&フォグバルブ C3600シリーズ
取扱説明書･車検対応書

本製品の取付けには、専門の知識と技術が必要です。必ず販売店、自動
車電装品取扱店などで取付けを行ってください。作業不良による重大事
故の原因となります。

危険

ＬＥＤ発光部には触れないでください。LED表面に油分や汚れが付着し
ますと、LED変色の原因となります。

バルブは、灯具に取付ける前に点灯させないでください。灯具外で点灯
させますと思わぬ事故、ヤケド、火災のおそれがあります。

点灯中、消灯直後の交換作業は行わないでください。また、バルブが
高温になっている際は、熱が充分さめてから作業を行ってください。

バルブ交換作業は、平らな場所で、充分なスペースと安全を確保し
て行ってください。又、車両は、ギアをパーキング又はニュートラル
にして、パーキングブレーキを掛け、エンジンを切りランプを消灯
し、ショート防止のためバッテリーのマイナス側端子を外してから作
業を行ってください。

バルブは口金形状を確認し向きを確かめて装着してください。誤った取
付け方や不確実な接続は、バルブの脱落や過熱、破損につながります。
バルブ交換後、必ず点灯確認し、配光検査を行ってください。

【手順１】
車両の取扱説明書に従って、ハロゲンバルブを取外してください。

【手順2】
ヘッドランプユニットの切り欠きに合わせLEDバルブを取付けバルブ固定用金具で
しっかりと固定して下さい　（図3）

併せて自動車の取扱説明書をご確認ください。
車両によっては、正確な取付けのために灯具を車体から取外す必要があります。

LED表面を触ったり、物をぶつけたりしないでください。（図1）（図2）
LED発光時に過剰に発熱し、表面が変色する恐れがあります。

■ バルブの交換方法 

車両側コネクター

LEDバルブ

【手順3】
車両に装着されていたゴムカバーを取
付けます。（図4）

【手順4】
LEDバルブと車両側コネクターを接続
します。（図5）

【手順5】
バッテリーのマイナス端子を接続し、ヘ
ッドランプスイッチをONにして、ロー
ビーム及びハイビームの動作確認を
行ってください。

バルブ固定金具

取扱説明書（本書）  ・  保証書
LEDバルブ（2個）

H4タイプ  取付手順■取付上のご注意 

●ＬＥＤに触らない ●ＬＥＤにぶつけない

（図1）

（図3）

（図4）

（図5）

（図2）

ショート防止のため、バルブ交換作業中は車両バッテリーのマイナス
端子を外し、バルブに通電しない状態にしてください。

ショートを起こしますと、車両コンピュ
ータなどに重大な不具合が発生する
場合があります。
車種や装備品によっては、バッテリー
を取外す時の注意事項がある場合が
あります。詳しくは自動車の取扱説明
書をご確認ください。

本製品を安全に取付けるため、以下のことを必ずお守りください。

マイナス端子を外す

（裏面につづく）

取付け後、必ず光軸を適正位置に調整してください。光軸が上を向いて
いると、対向車両からは眩しく感じられるため、事故を誘発させる原因と
なります。

光軸が適切かどうかの簡易的な判断の仕方には、バルブ交換前に壁面
に照射光をあてて記録したものに合わせる方法や、片側のみLEDバル
ブに交換して純正バルブの照射光と見比べる方法があります。

ゴムカバー

LEDバルブ



発光色
本製品は、保安基準に基づく発光色（ＪＩＳ Ｄ5500　色度範囲）の車検対応品として設計、
生産されています。
（注１）
車両状態およびヘッドランプユニットの損傷、劣化などの影響で、バルブの性能（発光色）を
十分に発揮できない場合があります。
（注２）
車検場設備の関係で、審査官の目視による判断がなされた場合、車検に通らない場合があ
ります。
上記のような場合には、元の純正バルブに交換してご対応ください。

【手順１】
車両の取扱説明書に従って、ハロゲン
バルブを取外してください。

【手順2】
元のバルブを取外した時と逆の手順で
LEDバルブを取付ます。（図7）

【手順3】
LEDバルブと車両側コネクターを接続
します。（図8）

【手順4】
バッテリーのマイナス端子を接続し、ラ
ンプスイッチをONにして動作確認を
行ってください。

【手順5】
本製品はハロゲンバルブと異なる発光構造のため、灯具の種類によってはLED
バルブの照射方向を調整する必要があります。(図9)のようにLEDの位置が真横を
向くように、次の「照射方向の調整方法」を参照し調整してください。

取扱説明書（本書） ・  保証書
LEDバルブ（2個）
※イラストはH8/H9/H11/H16タイプ

六角レンチ
（1本）

一般的な車種では、灯具を正面から見たときにLEDの位置が真横を
向くように調整すると正しい配光になります。
光軸が適切かどうかの簡易的な判断の仕方には、バルブ交換前に壁
面に照射光をあてて記録したものに合わせる方法や、片側のみLED
バルブに交換して純正バルブの照射光と見比べる方法があります。

①バルブが熱くなっていないこと
を確認し、灯具から取外します。

②付属の六角レンチを使い、ネジ
をゆるめます。（図10）

③フランジ部分を回転させ、灯具
に合うように調整してください。

　（手順5の図9）
④灯具に取付ける前に、必ずネジ
をしめてから取付けてください。

照射方向の調整方法

HB3/HB4 共通タイプのＬＥＤバルブを購入され、HB3 バルブ
としてご使用になる場合。

製品をお買上げの状態では「HB4」のＯリングが装着されています。
「ＨＢ3用」バルブとしてご使用になる場合は、以下の手順に従い付属
のＯリングに交換してください。

① 図6のように、先端の細い
マイナスドライバーなど
で、製品に装着されてい
るOリングを傷が付かない
ように取外してください。

② 付属の HB3用 Oリングを
同じ箇所に取付けてくだ
さい。

HB3用Ｏリング（2個）
（ＨＢタイプのみ付属）

車両側コネクター

冷却ファン

LEDバルブ

症　状 確認事項

● 別売のハイビームインジケーターオプション
　（品番：BWP500）をお買い求めの上、バルブと車両
　コネクターの間に接続してください。

バルブが点灯しない
● コネクターは確実に接続されていますか？ 　
● バッテリーは接続されていますか？ 
● 車両ヒューズが切れていませんか？

発光色の一部分が
黄色い

ハイビーム
インジケータ
が正常に点灯しない

● 灯具側の構造と、LEDチップの相性により発生する
　可能性がありますが、不具合ではありません。

灯具の照射方向
LEDの向き

LEDの向き

（図6）

取付手順HB3/HB4タイプHIR2タイプ

H8/H9/H11/H16タイプ

灯具の中心線

●ネジのゆるめすぎに注意してください。ネジが落下する場合があります。
●ネジがゆるんだまま取付けると、取外し時にフランジ部分がゆるんで
　回転し、取外しができなくなる場合があります。

トラブルシューティング

（網掛け部分が
  該当します） 

フランジ部分

六角レンチ

ネジ

しめるしめる

ゆるめるゆるめる

（図10）

装着されている
Oリング（太い）
（黒色）

付属のHB3用
Oリング（細い）
（赤色）

① ②

（図7）

（図8）

（図9）

LEDバルブ後方の冷却ファンに
無理な力を加えないでください。
無理な力を加えると、ファンが
破損し故障の原因となります。
（図7）
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本製品の車検対応に関して

※発光色は、ＪＩＳＤ5500の白色範囲内となっています。

ご愛用者登録をしてアンケートに答えると
抽選でプレゼントが当たる！

●仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。　
●本製品の誤った取扱での事故について、当社はその責任を一切負いません。


